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短 報

肺 結 核 患 者 に お け る 糖 尿 病 合 併 頻 度
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The frequency of complication of diabetes mellitus in patients with pulmonary tubercu
losis is high, and the presence of diabetes mellitus plays an important role in the devel
opment of pulmonary tuberculosis. We studied the frequency of complication of diabetes 
mellitus by year, sex and age among patients with pulmonary tuberculosis who were dis
charged from our hospital during a period of 12 years from 1987 to 1998.

The number of diabetic cases in patients with pulmonary tuberculosis was 588, namely
 14.1% out of 4169 patients during the 12 years from 1987 to 1998. The frequency of com

plication of diabetes in every four years period showed an increasing trend 144 cases 
(11.8%) out of 1225 cases from 1987 to 1990, 208 cases (14.5%) out of 1434 cases from 
1991 to 1994, and 236 cases (15.6%) out of 1510 cases from 1995 to 1998.

By sex, the frequency of complication with diabetes mellitus in male was about twice 
that of female, with 501 cases (16.0%) out of 3127 cases in male and 87 cases (8.3%) 
out of 1042 cases in female.

By age, the frequency of complication of diabetes mellitus showed a peak in the  40s 
and 50s in male, being 21.3% and 23.4% respectively. In female, it showed a peak in the

 60s, being 18.5%.
In conclusion, in the 12 years the frequency of complication of diabetes mellitus in tu

berculosis cases has been increasing, and the presence of diabetes mellitus has been play
ing more important role in the development of pulmonary tuberculosis.
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新規発生患者数 および結核罹患率が この2年 間,減 少

か ら増加 に転 じたとはいえ,わ が 国にお ける結核の まん

延状況 は数十年前 に比較す ると著 しく改善 された。そ し

て最近 の結核発病 はハ イリス クグループに集 中す る傾向

が あ り,免 疫抑制宿主 は重要であ るとされてい る。最近

は人 口の高齢化,医 療技術や治療法の進歩,あ るいは食

生活 ・社会生活の変化 などによ り,免 疫抑制宿主は増え

つつ あ り,そ れ に伴い,肺 結核患者 に占め る免疫抑制宿

主の割合 も増加が予想 されてい る。

われわれ は1987年 か ら94年 までの肺 結核 患者 にお け

る糖尿病合併頻度の検討 を行い,そ の合併頻度は高 く,

肺結核症発病 にお ける糖尿病の存在は極めて重要である

と報告 した1)。 今 回,前 回 の報告 に引 き続 き,1995年

か ら98年 までの肺結核患者 にお け る糖 尿病 合併 頻度 に

つい て,追 加の調査 を行 った。

表1年 次別糖尿病合併頻度

対 象 は1995年 か ら98年 まで の4年 間 に 当 院 を 退 院 し

た 肺 結核 症 例 で,糖 尿病 症 例 の 年 次 別,性 別,年 齢 別頻

度 を検 討 し,前 回 調査 した1987年 か ら94年 ま で の8年

間 の 成 績1)と 合 わせ12年 間の 検 討 を行 っ た 。 な お 糖 尿

病 とは,主 治 医 が 退 院 時 の ケ ー ス ・カ ー ドに糖 尿 病 と記

載 した もの で あ り,そ の重 症 度 お よび 治療 内容 は 問 わ な

か っ た 。

肺 結核 患 者 に 占 め る糖 尿 病 症 例 数 は1987年 か ら98年

まで の12年 間 で,4169名 中588名(14.1%)で あ っ た(表

1)℃4年 ご との合 併 頻 度 で は,1987～90年 は1225例 中

144例(11.8%),1991～94年 は1434例 中208例(14.5

%),今 回検 討 した1995～98年 は1510例 中236例(15.6

%)と 増 加 傾 向 が 認 め られ た 。 な お1987～90年 と,

1991～94年 との 間 に は5%以 下 の 危 険 率 で 有 意 差 を,

1987～90年 と,1995～98年 との 間 に は1%以 下 の 危 険

率 で有 意差 を認 め た が,1991～94年 と,1995～98年 と

の 問 に は有 意差 は認 め られ な か っ た 。

男 女 別 の糖 尿 病 合 併 頻 度 は,男 性 で は3127例 中501例

(16.0%),女 性 で は1042例 中87例(8.3%)と,男 性 の

糖 尿 病 合 併 頻 度 は女 性 の約2倍 で あ っ た 。 なお 前 回調 査

した1987年 か ら の8年 間 で は,男 性1958例 中298例

(15.2%),女 性701例 中54例(7.7%)で あ る の に 対 し,

今 回調 査 した1995年 か ら の4年 間で は,男 性1169例 中

203例(17.4%),女 性341例 中33例(9.7%)と,糖 尿

病 合 併 の増 加 傾 向 は,男 女 と もに認 め られ て い た。

年 齢 別 糖 尿 病 合 併 頻 度 をみ る と,男 性 で は20歳 代4.1

%,30歳 代10.1%,40歳 代21.3%,50歳 代23.4%,60

歳 代17.7%,70歳 代13.6%,80歳 以 上7.2%と,40歳 代,

50歳 代 に ピ ー ク を認 め た。 一 方,女 性 で は10歳 代2.0%,

20歳 代0.5%,30歳 代5.2%,40歳 代6.2%,50歳 代13.1

%,60歳 代18.5%,70歳 代7.8%,80歳 以 上10.2%と,

60歳 代 に ピ ー ク を認 め た(表2)。

表2性 別 ・年齢別糖尿病合併頻度
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糖尿病患者 での感染症 に対 する抵抗性 の減弱 はよ く知

られている。糖尿病患者 では,空 腹 時血糖 が200mg/dl

以上 に上昇 する と顆粒球 の殺菌 能が低下す る との報告2)

や,糖 尿病患者 では,好 中球 および肺胞 マクロフ ァージ

の貪食 能お よび殺菌 能が低 下す る との報 告3),ま た末

梢血 中の単球 の貪食 能が低 下す る との報 告4)が あ り,

肺結核発病 における糖尿病 の存在 は重要 である。

わが国における糖尿病 の総 患者 数 は,平 成5年10月

に行 われた厚生省患者調査 によるデータの集積 か ら156

万5000人(男80万6000人,女76万 人)と 推 計 され5)'

人口の約1.3%が 糖尿病 によ り医療機 関にか かっ てい る

こ ととなる。その男女差 はな く,最 も受療者率が高か っ

たのは70～74歳 で4.8%で あ った。 わ れわ れの検 討で

は,対 象肺結核患者 は男性3127例,女 性 で は1042例 で

男女比 は3:1で あるのに対 し,糖 尿病合 併 患者 は男性

501例,女 性87例 と男女 比 は5.8:1で あ り,合 併 頻度

は男性 の16.0%に 対 し女性8.3%と,男 性 の合併 頻 度 は

女性 の約2倍 であった。わが 国にお ける糖尿病 の総患者

数 の調査 では男女差が な く,男 女 とも70歳 代前 半 で最

も受療者率が高 かったが,わ れわれの検討で は男性 は女

性 に比較 して糖尿病 の合併頻度 は明 らか に高 く,男 性で

は40歳 代お よび50歳 代で,ま た女性で は60歳 代 で,他

の年齢層 よ り糖尿病 の合併頻度が高い傾向 にあ った。そ

の理 由の詳細 は不明で あるが,住 所不定者が肺結核発病

のハ イリスクグループであ り,彼 らはアルコールの多飲

や糖尿病 を合併 して いる40歳 代,50歳 代 の男性 に多 い

こ と6)な どと関係 があるか もしれない。

過去 の報告で は,1959年 か ら65年 まで に入 院 した肺

結核患 者 の1.6%に 糖尿 病 を認 めた とい う報告7)や,

1973年 か ら82年 まで に入院 した肺結核患者の6.2%に 糖

尿病 を認めた とい う報告8)が あ るが,そ れ ら と比較 す

ると今 回の検討の14.1%と い う合併 頻度 は高 く,最 近

の肺結核患者 にお ける合併頻度の増加の著 しい ことがわ

か る。また12年 間の推移で も,1987年 か らの4年 間の

よ りも,1991年 か らの4年 間,さ らに1995年 か らの4

年 間と'糖 尿病合併頻度 はます ます高 くなってきてお り,

肺結核発病 にお ける糖尿病の存在は重要である ことが再

認識 され た。

本論文の要 旨は第74回 日本結核病学会総会(1999年,

宇都宮)に て発表 した。
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